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分野 担当教員
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時間数 2
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実務経験を有する者
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病理学（５）　先天性異常、病因（内因）（病理ｐ113～132）

高齢者の障害予防③：高齢者の外傷予防訓練

一般臨床医学（１）　診察概論、診察各論１（医療面接、視診その１）（臨医ｐ1～25）

一般臨床医学（２）　診察各論２（視診その２）（臨医ｐ25～34）

一般臨床医学（３）　診察各論３（打診、聴診、触診）（臨医ｐ34～52）

一般臨床医学（４）　診察各論４（生命徴候、感覚検査、反射検査、代表的な臨床症状）、検
査法（臨医ｐ52～97）

一般臨床医学（５）　主要な疾患１（呼吸器疾患、循環器疾患）（臨医ｐ99～129）

一般臨床医学（６）　主要な疾患２（消化器疾患、代謝疾患）（臨医ｐ129～172）

一般臨床医学（７）　主要な疾患３（内分泌疾患、血液・造血器疾患）（臨医ｐ172～197）

一般臨床医学（８）　主要な疾患４（腎・尿路疾患、神経疾患その１）（臨医ｐ198～228）

一般臨床医学（９）　主要な疾患５（神経疾患その２、感染症、リウマチ・膠原病・アレルギー）
（臨医ｐ228～264）

病理学（４）　腫瘍（病理ｐ85～111）

科目の概要

柔道整復師国家試験対策

柔道整復を業とするにあたり、必要不可欠な知識を
一般臨床医学・病理学の分野を中心に
確認・習得することで国家試験合格に値する学力を養う

国家試験合格相当の総合的学力取得

適宜、講義内で発表する

病理学概論改訂第３版、一般臨床医学改訂第３版（いずれも医歯薬出版）など

講義内容

病理学（１）　病理学とは、疾病の一般、細胞傷害（病理ｐ1～27）　※以下、進度の目安です

病理学（２）　循環障害、進行性病変（病理ｐ30～60）

病理学（３）　炎症、免疫（病理ｐ61～84）

柔整総合演習Ⅰ

その他の分野 浅田　桃太郎

3学年　3学期
単位数

30


